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要旨
　本研究は、『YNU書き言葉コーパス』で使用されている複合動詞を抽出し、
日本語母語話者と韓国人学習者の使用を比較することにより、複合動詞の使
用状況を明らかにしたものである。
　その結果、①韓国人学習者はそれほど複合動詞を習得できているとは言え
ず、レベルに比例して複合動詞の使用が増えるわけではないこと、また、使
用されている複合動詞の 3 分の 1 は誤用であることが分かった。
　また、②語彙的複合動詞の使用はバリエーションが少なく、③その代わり
に本動詞を使用していたこと、その要因としては、語彙的複合動詞を知らな
い、もしくは、簡単で授業で学習する語を使用してしまう可能性があること
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を指摘した。④一方で、タスクによっては統語的複合動詞の使用がかなり見
られ、統語的複合動詞から語彙的複合動詞まで種々の意味を持つ複合動詞を
早い段階から教えることにより、更に表現を豊かにできる可能性を示唆し
た。⑤また、文体の違いによる複合動詞の使用の有無を検討した結果、文体
の違いだけではなく、語彙的複合動詞の場合はそれ以外の言い方がないた
め、使用されている可能性もあり、更なる検証が必要なことも明示した。

１ ．はじめに

　「食べ切る」など「動詞＋動詞」のものを複合動詞といい、日本語教育学
会編『新版　日本語教育辞典』（大修館書店）で複合動詞という項目を引くと、

「動詞との結合は多様で、造語力もあり、重要である。」と記載されている。
　永井（1₉₉₆：1₄0-1₄1）は、複合動詞は「動詞単独では表わしきれないこ
とを表現するという重要な役割を担っている」と述べており、学習者から、

「なぜ複合動詞の学習が必要なのか」という質問を受けた際には、「動詞にあ
る意味を加えるときに必要」と説明しているという。また、姫野（1₉₇₅）で
は、「複合動詞の使用が少ないと語彙的にどことなく単調で幼い感じを受け
る」と述べられている。従って、表現を豊かにするためには、複合動詞を使
用する必要があると言え、中上級レベルともなれば、日本語学習者も習得し
なければならない項目であると考えられる。
　また、陳（₂00₇）は、「複合動詞教育や習得支援の方向性を探るためには、
まず学習者の使用状況を調査することが必要」であり、そのためには、日本
語学習者の話し言葉における複合動詞の使用状況を調査すべきであるとし、

「母語話者コーパス」と「学習者コーパス」という ₂ つのコーパスを用い、
話し言葉における複合動詞の使用状況を調査している。その結果、使用場面
や学習者のレベルの関係で普段日本語母語話者があまり使用しない複合動詞
も多く見られ、更なる調査が必要であることが判明した。
　複合動詞の前項動詞（「食べ切る」の「食べ」）と後項動詞（「食べ切る」
の「切る」）の結合条件や意味分類に焦点をあてた研究には、長嶋（1₉₇₆）、
寺村（1₉₈₄）、影山（1₉₉3）、由本（₂00₅）など多数あるが、複合動詞の習得
に関する研究は、永井（1₉₉₆）、陳（₂00₆、₂00₇、₂00₈）などそれほど多く
はない。
　志賀（₂01₇）では、『YNU書き言葉コーパス』を使用し、中国人学習者は
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どのような複合動詞が使用でき、反対にどのような複合動詞が使用できてい
ないのか、日本語母語話者との使用状況と比較をし、習得状況を明らかにし
た。
　本研究では、韓国人学習者と日本語母語話者との使用状況と比較をし、習
得状況を明らかにしていきたい。

２ ．『YNU書き言葉コーパス』と分析方法について

　『YNU書き言葉コーパス』とは、横浜国立大学が作成した書きことばコー
パスのことで、「日本人大学生30名、留学生₆0名（韓国語母語話者30名、中
国語学習者30名）に対し、1₂種類のタスクを課すことによって得た計1,0₈0
編の作文を、コーパスの形にまとめたもの（金澤編₂01₆：ⅲ）」である。
　このコーパスは、①同世代の日本語母語話者と比較でき、②学習者も上位
群（以下「H」と記す）、中位群（以下「M」）、下位群（以下「L」）と三つ
のグループに10名ずつ分けられていることが大きな特徴として挙げられる。
なお、調査対象の学習者は三つのグループに分けられてはいるが、概ね日本
語能力検定Ｎ ₂ 以上、もしくは ₂ 級以上の者で、比較的上級レベルの学習者
である。
　1₂種類の与えられたタスクの指示文には母語訳が与えられる。そして、作
文を書く際には辞書の使用は認められておらず、手書きで書く。制限時間は
設けておらず、自分のペースで書きすすめたものを、データ化したコーパス
となっている。
　今回の調査対象には、「タスク10」「タスク11」「タスク1₂」の 3 種類から複
合動詞を抽出することにした。「タスク10」「タスク11」は、同じ内容だが、
メールの送り先が教師と友人と異なる。複合動詞は、姫野（1₉₇₅）の指摘に
あるように「複合動詞の使用が少ないと語彙的にどことなく単調で幼い感じ
を受ける」とあることから、教師と友人といった場面による改まり度によっ
ても使用に差が出ると考えられる。そのため、送り相手の異なる「タスク
10」「タスク11」を対象にした。そして、「タスク1₂」は、日本語母語話者の
複合動詞の使用が全てのタスクの中で比較的多く見られ、また、「七夕伝説」
というストーリーを読んでから作文を書くため、日本語母語話者も韓国人母
語話者も同一状況での使用実態が考察できると考え、調査対象とした。なお、
志賀（₂01₇）で、中国人学習者は日本人母語話者とは異なるストーリーを描
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いており、抽出された複合動詞が異なるということもあったが、やはりタス
クとして難しく、複合動詞を用いないと表現できないものが多く出てくるた
め、今回も調査対象とした。
　手順としては、まず、「タスク10」「タスク11」「タスク1₂」の 3 種類のタス
クから複合動詞を抽出し、その後、日本語母語話者と韓国語母語話者30名分
のデータを分析した。
　それぞれのタスクの内容は以下の表 1 とおりである。

【表 １ 　「タスク１0」「タスク１１」「タスク１２」の内容】
タスク 内容

タスク10 あなたは、英語教育が専門の山下教授から次のようなメールをもらいま
した。

教授「○○さん　　今早期英語教育に関する意識調査を行っているとこ
ろです。小学校 3 年生から週 ₂ 時間英語の授業を行うという計画があり
ます。○○さんは早期英語教育に賛成ですか。それはなぜですか。
　若い人の生の声を聞きたいので、○○さんの意見を教えてくれますか。
○月○日までにお返事ください。よろしくお願いします。」

このメールに対する返事を書いてください。
タスク11 あなたは、仲のよい友達（佐藤さん）から次のようなメールをもらいま

した。

友達「○○さん　今、卒論のために早期英語教育に関するアンケート調
査をやったんだけど、もっと具体的な意見を聞きたいなと思って…。今
さ、小学校 3 年生から週 ₂ 時間の英語の授業をやるっていう計画がある
んだけど、知ってるよね。
○○さん、早期英語教育に賛成する？それとも反対？理由を教えてくれ
るかな。○月○日までにメールで返事もらえるとうれしいんだけど。よ
ろしくお願いしまーす。」

このメールに対する返事を書いてください。
タスク1₂ あなたは、小学校新聞の昔話コーナーで、今の季節に合う昔話を書いて

ほしいと頼まれました。新聞の発行が ₇ 月なので「七夕伝説」のストー
リーを書くことにしました。小学生にわかるように、どのような話か詳
しく書いてください。（★事前に母語による「七夕伝説」を読ませてお
く。）
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　抽出した複合動詞は、基本的に「動詞＋動詞」（「降り始める」「見付ける」
「出会う」1など）のものを対象とし、抽出した。だが、いわゆる敬語（「申し
上げる」、「差し上げる」など）や「行き来する」などの漢語サ変動詞は除外
した。また、「引き続き」のような文末での使用がないものも除外した。

３ ．日本語母語話者と韓国人学習者の全体の使用状況

　まず、全体の使用状況を見てみる。以下の表 ₂ は、日本語母語話者（表で
は「J」と示す）と韓国人学習者（表では「K」と示す）の作文から複合動
詞を抽出した数を表にまとめたものである。
　表には、左から順に、学習者のレベル（韓国人学習者のみ　上位群「H」、
中位群「M」、下位群「L」）、学習者番号、課題のタスク10（T－10）、11（T

－11）、1₂（T－1₂）に出現した複合動詞の出現数、複合動詞の出現数の合

【表 ２ 　 ３ 種類のタスクにおける複合動詞の使用状況】



― 130 ―

恵泉女学園大学紀要　第30号

計を記し、一番下には複合動詞の使用の有無の人数が記されている。
　なお、韓国人学習者の場合は誤用もあるため、誤用の数は「─○」で記し
てある。例えば、「K00₉」の学習者は、タスク10は複合動詞の使用が 1 回あ
り、タスク11では複合動詞の使用はなし、タスク1₂では複合動詞の使用が 3
回あったが、内 1 回は誤用であったことを「 3 /－ 1 」と示している。
　複合動詞の使用数を比較してみると、日本語母語話者は131例、韓国人学
習者は₅₇例と倍以上の開きがあり、やはり母語話者の使用が圧倒的に多い₂。
　しかし、出現数をタスクごとに考察すると、タスク1₂が（日本人：10₉例、
韓国人：3₈例）一番出現頻度が高く、次いでタスク10（日本人：1₇例、韓国
人：11例）、出現が一番少ないのがタスク11（日本人： ₅ 例、韓国人： ₈ 例）
と、日本語母語話者も韓国人学習者も同様の傾向が見てとれる。また、タス
クごとの出現数の比率を見ると、タスク10は 3 （日本人）： ₂ （韓国人）、タ
スク11は、 1 （日本人）： ₂ （韓国人）であり、そこまで大きな差が出てい
るとは言えないだろう。大きな開きを生んでいるのは、タスク1₂での出現数
が原因であることが分かる（比率は 3 （日本人）： 1 （韓国人））。このこと
から、複合動詞が使用されやすい場面とそうでない場面があることが窺え
る。
　タスク1₂は、『七夕物語』の説明のため、複雑で、複合動詞を使用しない
と言い表せないことが多くある。なお、タスク10（教授とのメール）とタス
ク11（友人とのメール）は、場面の差の違いであるため、文体差により使用
の増減が異なることが考えられる。これは、タスクごとの考察の際に詳しく
見ていく。
　次に、学生ごとの使用状況を考察する。タスクごとに使用の有無があるも
のの、日本語母語話者はすべての人が 3 種類のいずれかのタスクにおいて複
合動詞を使用しているが、韓国人学習者は 3 種類のタスクすべてにおいて複
合動詞を使用していない学習者が ₉ 名（K00₄、K00₆、K03₇、K03₈、K0₄0、
K01₉、K0₂0、K0₂₅、K0₂₉）もいる。李（₂003）によれば、韓国語にも複合
動詞は種々あるという。そして、日本語と韓国語は語順が同じく、さらに同
じ語もあるなど非常に近い言語であるため、複合動詞の習得もそれほど困難
ではないことが予想できるが、習得できていない学習者が多い。
　また、使用できている者でも誤用が目立つ。韓国人学習者で複合動詞を使
用していた者は30名中₂1名だが、うち ₇ 名、全体の 3 分の 1 の学習者が間違
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えている。
　最後に使用をレベル別に考察すると、複合動詞を一番使用しているのは、
上位群（出現数の総計：₂₂）ではなく、中位群（出現数の総計：₂₈）であっ
た。また、複合動詞が使用できていない学習者をレベル別に考察すると、上
位群 3 名、中位群 ₂ 名、下位群 ₄ 名と、それほど大きな差は見られなかった。
通常は、レベルが上がるにつれ表現も豊かになっていくと考えられるため、
上位群になればなるほど複合動詞の使用も増加すると推測できるのだが、今
回の結果からはそのような傾向は見られなかった。
　以上、全体の使用状況から、複合動詞の使用を日本人と比べるとかなり使
用が見られるといえども、総数としては少なく、レベルが上がったからと
言って複合動詞の使用が増えるわけではないこと、複合動詞の未使用者が ₉
名もいること、また、使用されている複合動詞の 3 分の 1 は誤用であること
が判明し、これらのことから、韓国人学習者はそれほど複合動詞を習得でき
ているとは言えない可能性があると考えられる。
　次に、それぞれのタスクごとにどのような複合動詞が使用されていたのか
を考察していく。

４ ．タスクごとの複合動詞の使用状況

４ - １ 　タスク１0における複合動詞の使用状況
　以下の表 3 は、タスク10において使用されていた複合動詞を出現頻度順に
表にしたものである。
　なお、前項動詞をV 1 （「慣れ親しむ」の場合「慣れ」がV 1 ）、後項動詞
をV ₂ （「親しむ」がV ₂ ）と示し、誤用である複合動詞は「＊」としてある。
また、日本語母語話者にも韓国人学習者にも使用がみられた複合動詞は、網
掛けで示している。
　タスク10では、日本語母語話者、韓国人学習者、両者ともに使用している
複合動詞が ₂ 語見られた。「成り立つ」と「し過ぎる」である。
　韓国人学習者で一番使用が多かった語は「受け入れる」である。この複合
動詞は、日本語母語話者には 1 例も使用が見られない複合動詞であるため、
詳しくみていきたい。表 ₄ に「受け入れる」の ₄ 語が使用されている文脈を
載せる。
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【表 ４ 　韓国人学習者　「受け入れる」の使用文脈】
K0₂₇ 小学生のように何でも受け入れることができる時期で少しずつ英語を勉

強すると、大人になって英語の能力が本当に必要になったとき～。
K03₉ 子供も無理することなく受け入れることができると思いますので、先生

の今回の意識調査には賛成します。
K003 小さい頃から英語に接すると、英語と身近な存在として受け入れること

ができると思うからです。
K0₂3 早期教育より、子どもがある定度第 ₂ 国語に受け入れるようにみえたと

きが一番いいのではないかと思います。

　日本語母語話者は「早期英語教育に賛成するのは、早くから英語に慣れ親
しむことが子供には大切だからである」と考える人が多く、韓国人学習者は

「早期英語教育に賛成するのは、何でも受け入れられる時期からしたほうが
いいので賛成である」という考えが多いという意見の違いというのもあるの
かもしれないが、もしかすると「慣れ親しむ」という複合動詞を知らないた
めに、「受け入れる」という複合動詞を使用している可能性もある。
　次に、後項動詞に注目してみたい（表 ₅ ）。
　後項動詞は「受け入れる」「取り入れる」「書き入れる」「聞き入れる」のよ
うに種々の前項動詞につき、生産性が高いものが多い。特に、「V 1 +始める」

（「し始める」「受け始める」）のようなアスペクト形式は学習者がよく習得し

【表 ３ 　タスク１0における複合動詞の使用状況】
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ている複合動詞の一つであるため、その使用が見られてもよさそうだが、今
回の結果からはそのような複合動詞は見られなかった。これは、日本語母語
話者の使用もなかったことから、場面が原因で使用が見られなかったのだと
考えられる3。

４ - ２ 　タスク１１における複合動詞の使用状況
　次にタスク11に出現した複合動詞を表 ₆ に示す。

【表 5 　タスク１0における後項動詞の使用状況】

【表 6 　タスク１１における複合動詞の使用状況】
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　タスク11において、日本語母語話者と韓国人学習者で同じ複合動詞の使用
は 1 語も見られなかった。タスク10とタスク11はほぼ同じ内容で、メールを
書く相手が異なるだけである。そして、タスク10では両者同じ複合動詞（「成
り立つ」と「し過ぎる」）が ₂ 語使用されていたため、同じ複合動詞が使用
されてもいいはずなのだが、そうではなかった。また、特に顕著なのが、日
本語母語話者の複合動詞の使用数の減少である。これらの要因については、
₅ 節の考察の部分で検討を行う。
　次に、後項動詞を中心とした結果を見る。

　この結果を見ると、日本語母語話者はこのタスク11では、先ほど指摘した
一語化した語彙的複合動詞₄を使用しているのだが、韓国人学習者は「学び
始める」「使い続ける」のような統語的複合動詞を使用していることが指摘
できる。 ₅ 節にて詳しく考察を行う。

４ - ３ 　タスク１２における複合動詞の使用状況
　次に、タスク1₂の使用状況についてである。表 ₈ がタスク1₂で日本語母語
話者と韓国人学習者それぞれが使用した複合動詞の延べ語数である。網掛け
の部分は、日本語母語話者、韓国人学習者どちらにも使用が見られた複合動
詞である。
　まず、出現数の総計を見ると、日本語母語話者は10₉例、韓国人学習者は
3₈例である。だが、異なり語数を見ると、日本語母語話者は₄1、韓国人学習
者は₂₈である。出現数だけを見ると一見、日本語母語話者はさまざまな複合
動詞を使用しているため、出現数が多いのだと思ってしまうが、異なり語数
を比較すると₄1例と少ない。つまり、日本語母語話者はかなり決まった複合

【表 7 　タスク１１における後項動詞の使用状況】
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【表 8 　タスク１２における複合動詞の使用状況】
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動詞をみんなが使用していることが分かる。
　では、その複合動詞は何かというと、₂₆例と多数使用された「見付ける」
である。この複合動詞は、韓国人学習者にも使用が見られるが、 3 例しかな
い。日本語母語話者は、

（ 1 ）J003　　 すると、「ひこぼし」という、とても働き者の男性を見つけま
した。

（ ₂ ）J00₄　　「はたらきもののおりひめに合う、まじめな青年を見つけよう」
のように、織姫の父である神様が見付けるという話のため、 ₉ 割近くの人が
使用していたが、韓国人の場合は、「紹介する」という表現が1₂例と一番多
く、次いで「結婚させる」 ₆ 例と続き、「見付ける」は 3 例で第 3 位だった

（表 ₉ 参照）。「見付ける」は初級で学習する語であり、さほど難しいとは思
われないが、上級者であっても「紹介する」を多用していることから、もし
かするとこれは、この調査以前に母語で聞いた話が影響しているのかもしれ
ない。

　ただ、使用数は少ないが、上位 ₂ 語は日本語母語話者も韓国人学習者も同
様の結果だった。
　しかし、日本語母語話者の ₄ 番目に使用が多く見られた「見兼ねる」は 1
例も見られなかった。このような語彙的複合動詞はやはり難しいようであ
る。
　そして、下記の表10のように後項動詞に注目をしてみると、かなり多くの
後項動詞を韓国人学習者も使用していることがわかる。特に、「V 1 ＋始め
る」「V 1 ＋出す」は前項動詞のバリエーションも豊かであり、また、日本語

【表 9 　韓国人学習者の使用数】
H M L 合計

1 紹介する ₇ 1 ₄ 1₂
₂ 結婚させる 1 3 ₂ ₆
3 見付けてあげる ₂ 1 0 3
₄ 探す 0 1 ₂ 3
₅ 会わせる／会う 0 ₂ 0 ₂
₆ 結ぶ 0 1 1 ₂
₇ 見る 0 1 1 ₂

合計 30
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【表１0　タスク１２における後項動詞の使用状況】
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母語話者にはない「忘れ始める」「＊恋し始める」なども見られる。今まで
のタスクでは、一語化した複合動詞が目立ち、「V 1 ＋V ₂ 」として生成して
いるというよりも、ひとかたまりの単語として覚えているような印象を受け
たが、タスク1₂では、動詞を組み合わせて生成しようとしている様が見受け
られる。これについては ₅ 節の考察の部分で詳しく見てみる。

5 ．考察

　ここでは、タスク10、11、1₂から見えた事項をもとに考察を行う。

5 - １ 　韓国人学習者が習得しづらい複合動詞　語彙的複合動詞
　タスク10において日本語母語話者が一番使用していたのは「慣れ親しむ」
という語彙的複合動詞で、 3 名が使用しているが、韓国人学習者の使用は見
られなかった。また、タスク11においても母語話者が使用している「見付け
る」「慣れ親しむ」「組み立てる」という語彙的複合動詞の使用は見られず、「学
び始める」「し過ぎる」といった統語的複合動詞の使用が多い。タスク1₂に
おいても韓国人学習者の使用状況で上位にあるのは統語的複合動詞で、語彙
的複合動詞は少ない。
　では、母語話者の使用が多い「慣れ親しむ」が使われる文脈では、韓国人
学習者はどのような語を使用しているのか見てみたい。
　まず、母語話者の「慣れ親しむ」の使用場面を確認する。表11のように早
期英語教育に賛成する場面で、なぜ賛成するのか理由を述べる部分である。

　同様の場面で韓国人学習者がどのような文を書いているか比較してみる
と、表1₂のようにまとめられる₅。
　「小さいころから」や「小学生から」をキーワードに探していくと、「触

【表１１　日本語母語話者　「慣れ親しむ」の使用文脈】

J013 英語そのものに慣れ親しませるようなカリキュラムであれば行ってもよい
のではないかと思います。

J01₅ 中学や高校では必ず習うものなので、早いうちから慣れ親しむことはその
後の学習に役立つのではないかと思うからです。

J0₂₈ 文法を初期から始めることには賛成できませんが、英語になれ親しむとい
う意味での英語教育ならば、とても効果的であり良いと思います。
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れる」「学ぶ」「身に付けておく」「始める」「接する」「親しみを感じさせる」
という語が見られる。つまり、「慣れ親しむ」に近い意味だが、別の本動詞
の使用が多いことが分かる。そして、タスク1₂において日本語母語話者が ₄
番目に使用が多く見られた「見兼ねる」は、韓国人学習者には 1 例も見られ
なかった。このような部分を韓国人学習者は単純に「それでとてもおこった
王様は」「この二人をみて、結局王様は怒ってしまいました」「これをみた王
様は怒って」のように表現しており、それがどのレベルでも多く見られた

（表13）。以上のことからこのような語彙的複合動詞はやはり難しいようであ
る。
　姫野（1₉₇₅）は「複合動詞の使用が少ないと語彙的にどことなく単調で幼
い感じを受ける」と指摘しているように、やはりこういった複雑なことを言
い表すためには、複合動詞が必要となり、その使用ができているとレベルが
高いと感じさせる要因の一つとなるため、上級レベルでは覚える必要があ
り、特に韓国人学習者は語彙的複合動詞の使用が少ないことから、使用頻度

【表１２　韓国人学習者　早期英語教育に賛成する理由を述べる文脈】
K00₄ 英語は中・高でも学ばなければならないので、小さいごろから英語にふれ

るようにしておいたほうがいいかも知れないと思います。
K01₈ たしかに、外国語は小さいごろから学ぶのが早く身につけられるという考

えを持っている人もたくさんいると思います。
K0₂₇ 小さいときから、外国語の能力を身に付けておくことによって、しょう来、

より広い世界から情報を収集し、自分で考えたことをより広い世界に公表
することができるようになります。／小学生のように何でも受け入れるこ
とができる時期で少しずつ英語を勉強すると、

K03₇ 現在の小学 ₅ 年からというよりもっと早いだんかいで英語教育をはじまっ
たほうが、中、高等学校での英語力向上につながると思うからです。

K003 小さいころから英語に接すると、英語を身近な存在として受け入れること
ができると思うからです。

K00₅ 小学生の時に英語の教育を入れもっと英語に親しみを感じさせるようにな
ると英語に接する機会がもっと多くなると思うからです。

K0₂3 もちろん、早いうちに 英 語 を 始 めたら 英 語 がうまくなるかもしれないが、
母語の能力もその分下がるかもしれないです。早期教育より、子供がある
定度第 ₂ 国語に受け入れるようにみえたときが一番いいのではないかと思
います。

K033 小学生から英語をせつするのはいいと思います。
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の高い語彙的複合動詞を選定することにより、効率的な学習が可能となるで
あろう。なぜなら、学習項目になっているかどうかというのが習得に大きく
関与していると思われるからである。「V 1 ＋出す」のように統語的複合動
詞から語彙的複合動詞まで種々の意味を持つ複合動詞を早い段階から教える
ことにより、更に表現を豊かにすることができるであろう。

5 - ２ 　母語話者に見られる複合動詞を使用しない場合のストラテジー①　
本動詞の使用
　本コーパスは複合動詞を産出するためのコーパスではないため、複合動詞
が出現するかどうかについては、書き手の随意である。そのため、先ほど、
母国話者が「慣れ親しむ」を使用していた場面であっても使用していない場
合も見受けられる（表1₄）。

　特に、J00₆の文は「慣れ親しむ」にいれかえても間違いとは言えない。
（ 3 ）小学生のうちから外国語に触れていくことで、子どもたちは構えな

しに取り組むことができるのではないでしょうか（J00₆）
（ ₄ ）小学生のうちから外国語に慣れ親しんでいくことで、子どもたちは

【表１４　日本語母語話者　早期英語教育に賛成する理由を述べる文脈】

J00₆ 小学生のうちから外国語に触れていくことで、子どもたちは構えなしに取り
組むことができるのではないでしょうか。

J0₂₇ 早期に英語教育を始めた方がよいと考えます。

 【表１３　「見兼ねる」の代わりに他の表現を使用していた場合】
Ｈ K00₄ そのために、天国は大変なことになりました。ジクニョがぬのを作

らなかったため人は着る服がなくなり、ギョヌが午の世話を見てあ
げなかったため多くの午が死んで、人々は食べものがなくなりまし
た。それでとてもおこった王様は二人をそれぞれ東と西に送り、会
えないようにしました。

Ｍ K003 彼女は服を作らなくなったから、人々は着る服がなくなりました。
そして彼は牛のめんどうをみないから、畑の仕事もできなく、食べ
ものもどんどんなくなりました。この二人をみて、結局王様は怒っ
てしまいました。そして王様は二人を離させるために、彼女は西に、
彼は東に行かせました。

Ｌ K0₂0 ところが、その ₂ 人が結始した後から ₂ 人はしごとはしなくて ₂ 人
きりの愛だけにぼっとうしてしまいました。これをみた王様は怒っ
て ₂ 人を分からせました。
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構えなしに取り組むことができるのではないでしょうか（作例）
　志賀（₂01₇：₈₈）では「複合動詞はその種類により、言いかえられるもの
と複合動詞でしか言い表せないものの ₂ 種類があること」を指摘したが、こ
れらの複合動詞はまさに言い換えられる複合動詞であると言え、やはり複合
動詞には言い換えられるものと、言い換えられない ₂ 種類のものが存在する
ことがわかる。
　だが、このように見ていくと、複合動詞は何のために使用するのか、とい
う根本的な問いにぶつかるように感じる。「 1 ．はじめに」の部分で少しふ
れたが、永井（1₉₉₆：1₄0-1₄1）は、複合動詞は「動詞単独では表わしきれ
ないことを表現するという重要な役割を担って」おり、学習者から、「なぜ
複合動詞の学習が必要なのか」という質問を受けた際には、「動詞にある意
味を加えるときに必要」と説明しているという。もちろん、「親しむ」とい
う本動詞と「慣れ親しむ」という複合動詞では、ある意味が加えられている
と思うが、「触れる」と「慣れ親しむ」の場合は、ニュアンスが若干異なる
がどちらにも同じ意味が入っている₆ため、その場合には簡単で、かつ、授
業などで勉強する本動詞のほうを使用する傾向が出てくるのだろう。

5 - ３ 　韓国人学習者が使用しやすい複合動詞　統語的複合動詞
　 ₅ － 1 において韓国人学習者の語彙的複合動詞未習得を指摘したが、一方
で後項動詞の使用状況を見てみると、「V 1 ＋始める」「V 1 ＋出す」は前項
動詞のバリエーションも豊かであり、また、日本語母語話者にはない「忘れ
始める」「＊恋し始める」なども見られるため、統語的複合動詞については、
ひとかたまりの単語として覚えのではなく、「V 1 ＋V ₂ 」として動詞を組み
合わせて生成しようとしている様が見受けられる。
　また、「V 1 ＋出す」には、単純に「かばんの中から財布を取り出す」の
ような中から外への移動という意味だけではなく、「急に雨が降り出して来
た」のようなアスペクトの意味もある。今回のタスクでは「考え出す」「降
り出す」と両方の意味が出現しており、このことからもひとかたまりとして
覚えているのではなく、「V 1 ＋V ₂ 」と分けて覚えられている学習者がいる
ことがわかり、教え方次第で習得の幅が広がる可能性があるといえよう。
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5 - ４ 　母語話者に見られる複合動詞を使用しない場合のストラテジー②　
副詞的成分の使用
　上記で、韓国人学習者は「V 1 ＋始める」「V 1 ＋過ぎる」という統語的複
合動詞は使用していることを指摘したが、実は日本語母語話者には使用があ

【表１5　日本語母語話者が「～始める」という意味を表している文脈】
Ｊ003 Ｔ-10 今、現在の社会は急速に国際化が進んでおり、日本でも、多くの外

国人を見かけることがあります。そのなかで今の子どもたちは、生
活していかなければならないので、英語の習得は必須だと私は思っ
ております。　

Ｔ-11 私たちの英語って全然だめだし、小学 3 年生から始めれば、だいぶ
違うと思うから。

J01₄ Ｔ-10 早いうちから自分とは異なる文化や言語を使う人がいて、言語には
しくみがある事を学ぶ良いチャンスにはなると思います。

Ｔ-11 でも、早くから英語に触れることで、海外の人ときちんとコミュニ
ケーションがとれたり、言語のしくみを考えたりできるから良いと
思うんだ。

J01₅ Ｔ-10 早いうちから慣れ親しむことはその後の学習に役立つのではないか
と思うからです。

Ｔ-11 中学からは絶対習うんだし、早いうちに慣れておいた方があとでち
ゃんと勉強する時にもそんなに抵抗なく始められるんじゃないかと
思うので。

Ｊ01₆ Ｔ-10 早い段階で英語を導入することにより、どちらも中途半端になって
しまう可能性があります。そのような状態になるよりは、きちんと
日本語を学習し、高学年や中学校くらいから導入してもよいのでは
ないかと思います。

Ｔ-11 どちらも中途半端になっちゃうよりは、きちんと日本語を学習して、
高学年や中学生くらいから始めてもいいのでは？

Ｊ01₈ Ｔ-10 小学 3 年生から英語教育を始め、幼いうちに英語の言語としてのお
もしろさを伝えていく教育ができれば、関心をもって英語を学ぶこ
とができると思います。

Ｔ-11 小学 3 年生から始めれば、受験勉強としてじゃなく、言語のおもし
ろさとして英語を学べると思う。

J0₂₅ Ｔ-10 ただ、アルファベットを 勉 強 したり、簡 単 なゲームなどを 通 して
早いうちから英語に親しむのは良いことだと思います。

Ｔ-11 早いうちから 英語に親しむのはもちろん良いことだと思うんだけ
ど、時期が早すぎない？
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まり見られなかった。「V 1 ＋始める」は日本語母語話者のほうでも「早い
うちから英語を学び始めるのはいいことだと思う」のように使用が見られて
いいと思うのだが、タスク10でも11でも 1 語も使用が見られないのが少々不
思議である。では、このようなとき、日本語母語話者はどのような言い方を
しているかを見てみたい。表1₅に日本語母語話者が「～始める」という意味
を表している文脈をまとめた。
　タスク11を見てみると、日本語母語話者は、「始める」という本動詞だけ
を使用する（J003、J01₆、J01₈）、もしくは「早くから」「早いうちに」「早い
うちから」という副詞で開始の意味を表している（J01₄、J01₅、J0₂₅）。そ
のため、複合動詞で「V 1 ＋始める」という使用がなかったと考えられる。
　つまり、日本語母語話者は複合動詞を使用しない場合には、本動詞の使用
だけではなく副詞的成分の付加により複合動詞を使わないストラテジーが備
わっていることが指摘できる。

5 - 5 　文体差に影響する複合動詞と影響しない言い換え不可能な複合動詞
　日本語母語話者のタスク10とタスク11を比較すると、教授へ書く改まった
メールには複合動詞が使用され、友人へ書く親しげなメールの場合は複合動
詞ではなく動詞が使用されている傾向がみられることから₇、「場面だけでは
なく、文体差が複合動詞の使用に影響を及ぼす可能性が窺える（志賀　
₂01₇：₇₉）」。
　今回、韓国人学習者にも日本語母語話者と同様の傾向が見てとれたが、使
用されている文脈を確認すると、日本人とは異なる傾向が見られた。
　まず、日本語母語話者の使用状況を確認する。日本語母語話者は表1₆（志
賀₂01₇：₇₈　表 ₉ を再掲）のようにタスク10のときには複合動詞を使用し、
タスク11のときには複合動詞を使用していない。
　これらの複合動詞はやはり使用した場合と使用していない場合を比べる
と、改まり度が異なる印象を受け、姫野の指摘のように動詞のみの使用のほ
うが幼いというか親しみがあるように感じられ、複合動詞を使用したときの
ほうが改まった印象を受ける。
　次に、韓国人学習者の使用状況を見てみる（表1₇）。韓国人学習者がタス
ク10とタスク11で使用していた複合動詞で変動が見られたのは「受け入れ
る」「習い始める」「学び始める」の 3 語である。「受け入れる」はタスク10で
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は ₄ 例の使用があったが、タスク11では ₂ 例に減少し、反対に、「習い始め
る」「学び始める」はタスク10では 1 例も使用がなかったのだが、タスク11
で ₂ 例ずつ使用があった。
　「受け入れる」に関しては、タスク11のほうが使用者が減少し、日本語母
語話者と同様の傾向なのだが、「習い始める」「学び始める」については、反
対に増加している。そこで、K003、K0₂3、K033の例文を表1₈に載せ、タス
ク10とタスク11それぞれに対応すると思われる語に下線を引いた。
　上記の 3 学習者の文を見ると、K003とK033は日本語母語話者とは反対の
状況になっている。つまり、日本語母語話者はタスク10で複合動詞を使用し、
タスク11では使用していないのだが、韓国人学習者は、タスク10で複合動詞
を使用せず、タスク11で複合動詞を使用しているのである。では、複合動詞
を使用したことで改まり度に変化を与えているだろうか₈。

【表１6　日本語母語話者　タスク１0とタスク１１の比較】
J00₂ T-10 もちろん授業の進め方によっては、反対に「英語嫌い」を増やすこ

とになりかねないと思いますし、現状では小学校の先生が英語をど
う教えられるのかという問題もあると思いますが、言いきれなくな
っていると思います。

T-11 もちろん授業の進め方にもよると思うけど…やり方によっては英語
が嫌いになっちゃう子も出てくると思うしね。

J01₅ T-10 中学や高校では必ず習うものなので、早いうちから慣れ親しむこと
はその後の学習に役立つのではないかと思うからです。

T-11 中学からは絶対習うんだし、早いうちに慣れておいた方が
あとでちゃんと勉強する時にもそんなに抵抗なく始められるんじゃ
ないかと思うので。

J01₇ T-10 グローバル社会の中で英語を使いこなせるのは非常に良い
ことだと思いますが、それはあくまで自国の文化、言語を
確立した上で行うべきだと思います。

T-11 だって、実習行って思ったけど、小学 3 年生って、まだまだ日本語
も上手く使えてないし。知ってる言葉も少ないしね。

【表１7　 ３ 語の出現数と使用者】
T10 T11

受け入れる ₄ 例（K0₂₇、K03₉、K003、K0₂3） ₂ 例（K0₂₇、K003）
習い始める 0 例 ₂ 例（K003）
学び始める 0 例 ₂ 例（K0₂3、 K033）
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　K003、K033の例を見てみると、上記の複合動詞は、日本語母語話者の「な
りかねる」「慣れ親しむ」「使いこなす」のように、動詞を複合動詞に変化さ
せたときに感じる改まり度の違いはさほど感じられないように思う。
　また、K003の「始めた」と「習い始めた」を比較した場合、

（ ₅ ）英語の勉強を始めました。（K003　T-10）
（ ₆ ）英語を習い始めました。（K003　T-11）
（ ₇ ）英語の勉強を習い始めました。（作例）
　（ ₆ ）と（ ₇ ）の両者の違いは「習う」の前の「勉強」という語があるか
どうかという違いである。もし、（ ₇ ）のように、「勉強」という語を入れた
場合には、意味がおかしく感じられる。それは「習う」という語自体に「勉
強」という意味が含意されているからだと考えられる。
　そして、K033の「習った」と「習い始めた」を比較した場合は、

（ ₈ ）早く習ったら、あとの受験のためにもいい。（K033　T-10）
（ ₉ ）早く習い始めたら、あとの受験のためにもいい。（K033　Ｔ-11）
　「習う」という動詞自体に開始という「始める」本来の意味が含意されて

【表１8　韓国人学習者　タスク１0とタスク１１の比較】
K003 Ｔ-10 私はほとんど中学校に入ってから、本格的な英語の勉強を始めまし

た。
それで、もっと小さい頃から、英語に接して、英語を入試のような
勉強ではなく、楽しめる時期があったらよかったなと
ずっと思っています。

Ｔ-11 私はほとんど中学校に入ってから本格的に英語を習い始めたんだけ
ど、そうなると英語を入試のための勉強として受け入れて、どうす
れば高い点数がとれるかという点にだけ集中することになるの。
もっと小さい時から英語を習い始めてたら、勉強のことは
考えずに、もっと英語を楽しめることができたかもしれないのにね。

K0₂3 Ｔ-10 早期教育より、子供がある定度第 ₂ 国語に受け入れるようにみえた
ときが一番いいのではないかと思います。

Ｔ-11 そのぐらいになったら第 ₂ 国語を学び始めてもいいのではないかと
思うしね。

K033 Ｔ-10 早く習ったらあとじゅけんのためにもいいし、グロバルの時代の今、
社会に出た時もコミュニケーションにやくにたつと思います。

Ｔ-11 最近国際化になって英語の重要性もだんだん高くなったし、早く習
い始めたら後じゅけんのためにもいいし。
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おり、改まり度が異なるかと言われるとそうではなく、意味の違いのように
感じる。
　実は、日本語母語話者であってもタスク10のときには出現しなかった複合
動詞が、タスク11で使用されている場合がある。次にそれらの複合動詞の使
用場面を考察してみる。

【表１9　タスク１0には出現しなかったがタスク１１で出現した複合動詞】
見付ける J00₄ それぞれの子供たちが自分を表現する手段を見つけさせてあ

げたいな。
追い付く J00₉ なぜなら他の多くの国では早くから英語教育が盛んなのに、

日本はまだ全然追いついていないから。
組み立てる J01₂ 日本語との相違から西欧人なりの論理の組み立て方を学ぶ、

っていうのが大事な目標だと思うから、

　これらの 3 語を見ると、改まり度を感じるわけではなく、単に語として他
に言い方がないため、この語を使用したと考えられるものである。つまり、
一語化した語彙的複合動詞の場合は、改まり度には関係なく母語話者は使用
していると言える。
　以上のことから、複合動詞には改まり度を変えるものと、そうではなく、
それ以外の語がないため改まり度には影響しないものとがあることがわかる
が、ここではそれ以上のことは指摘できず、今後詳細な検討が必要である。

6 ．韓国人学習者に見られた誤用

　最後に、韓国人学習者の誤用について考察を行う。
　韓国人学習者の誤用は、全部で10例であった。表₂0にタスク番号と学習者、
そして誤用とその誤用が含まれる本文、また訂正例と誤用の要因をまとめ
た。なお、誤用の要因については複数考えられるものがあったため、その場
合は複数記入してある。
　まず、誤用の要因として多かったのが、「複合動詞の間違い」で 3 例見ら
れた。 3 例ともに「V 1 ＋合う」の間違いで、うち ₂ 例は前項動詞に「恋」
を使っている。おそらくこれは母語の干渉、もしくは漢字の間違いではない
かと考えられるため、複合動詞自体が習得できていないというわけではない
だろう。
　次いで多かったのは、「活用の間違い」と「可能形の間違い」でともに ₂
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例であった。こちらも複合動詞自体が習得できていないというより、可能形
の意味が不確かである、もしくは理解はできているが、作文で実際に使用し
てみるとうまく使えていないのかもしれない。
　また、K0₂3の前の助詞の間違いやK03₄の「清濁」の間違いについては、
直接複合動詞の習得とは関係ない。
　レベル別に見てみると、下位群（ 1 名）や上位群（ ₂ 名）よりも、中位群

（ ₇ 名）に誤用が目立つ。普通は、レベルが上がるにつれ、複合動詞の使用
自体も増えるため、その分誤用が増えてくると考えられ、レベルと使用頻度、
そして誤用には相関性があることが窺えるのだが、上位群の誤用が少ない。
3 節で述べたが、そもそも上位群は複合動詞の使用が中位群に比べ少ない

（上位群：₂₂　中位群：₂₈）。そのため、上位群の誤用が少なかったと考えら
れる。

7 ．おわりに

　以上、『YNU書き言葉コーパス』を用い、日本語母語話者との使用状況と
比較をしながら、韓国人学習者はどのような複合動詞が使用でき、反対にど

【表２0　韓国人学習者の誤用】
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のような複合動詞が使用できていないのか、習得状況を考察してきた。
　その結果、まず、全体の使用傾向（ 3 節）から
①　 韓国人学習者は複合動詞の使用が総数としては少なく、レベルに比例し

て複合動詞の使用が増えるわけではないこと、また、複合動詞の未使用
者が ₉ 名もおり、使用されている複合動詞の 3 分の 1 は誤用であること
が判明し、これらのことから、韓国人学習者はそれほど複合動詞を習得
できているとは言えないことを示唆した。
　また、タスク10～1₂の結果（ ₄ 節～ ₆ 節）から、②～⑤の ₄ 点が見え
てきた。

②　「慣れ親しむ」などの語彙的複合動詞の使用はバリエーションが少ない。
③　 もし、それらを言い表したいときには、「触れる」「始める」という他の

本動詞を使用していた。その要因としては、単純にその複合動詞を知ら
ない、もしくは、簡単で授業で学習する語を使用してしまうためである
ことを指摘した。

④　 一方で、タスク1₂では動詞を組み合わせて生成しようとしている様がみ
られ、統語的複合動詞はかなり使用できていた。そのため、統語的複合
動詞から語彙的複合動詞まで種々の意味を持つ複合動詞を早い段階から
教えることにより、更に表現を豊かにできる可能性を示唆した。

⑤　 また、複合動詞の使用の有無は文体の違いである可能性が考えられたた
め検討を行った結果、文体の違いだけではなく、一語化したような語彙
的複合動詞の場合はそれ以外の言い方がないため、使用されている可能
性もあり、更なる検証が必要なことも明示した。

　特に本稿では日本語母語話者が複合動詞を使用しているのに韓国人学習者
が使用していない場合はどのような表現を使用しているか、また反対に韓国
人学習者が複合動詞を使用しているのに、日本語母語話者が複合動詞を使用
していない場合についても考察を行った。
　従来の習得状況を考察する場合には出現した複合動詞を比較し、考察する
手法が多いが、やはりそれだけでは不十分であり、使用している場合として
いない場合の文脈を詳しく考察していくことにより、複合動詞がなぜ使用さ
れるのかが分かってくるように思える。これについては今回は不十分であっ
たため、今後さらなる調査が必要であり、今後の課題としたい。
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1 　 「出会う」も「出る」「会う」と使用でき、「巡り会う」のように前項動詞にもバ

リエーションがあるため、今回は 1 語としては取らず、複合動詞として抽出した。
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₂ 　志賀（₂01₇：₇3）で述べたが、複合動詞は場面により使用されないこともあると

の指摘がある。しかし、今回は、日本語母語話者の使用が見られることから、単

に複合動詞を使用するような文脈の場面でなかったため、学習者に使用が見られ

ないということではなく、学習者が複合動詞を習得できていないためだとわかる。

3 　複合動詞は語彙であるので、場面によりその語が使用されるかどうかが決まるた

め、「複合動詞は場面により使用されないこともあるとの指摘がある。（志賀

₂01₇:₇3）」そのため、単純に学習者が使用していない複合動詞があったとしても、

それが習得できていなかったと結論づけることはできない。単純にそのような複

合動詞を使用する場面ではなかった可能性も考えられるためである。だが、母語

話者が使用している場面で使用していなかった場合は、使用できていなかった可

能性が高くなる。

₄ 　複合動詞の研究は、影山（1₉₉3）以降、主に「断ち切る」「思い切る」などのV 1

に直接結合する語彙的複合動詞と「食べ切る」「疲れ切る」などのV 1 に直接結合

するのではなく、補助動詞的に結合する統語的複合動詞の二者を区別し、研究さ

れることが多い。（志賀　₂01₅：₂0₆）
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味の部分である。
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